
チルドレン・ファースト社会を構築するための緊急提言
４項目

子どもの健やかな育ちと学びのための１０５の提言

次世代育成支援対策 プロジェクトチーム提言概要

● 幼児教育・保育等の充実

➢ 幼児教育・保育等の量の拡充 ➢➢➢

● 子育てに対する不安を軽減させるための支援の充実

➢ 性犯罪・性暴力対策の強化 ➢➢➢

将来世代が希望をかなえられる社会を目指した提言
６１項目 [ 新規９・拡充１０ ]

● 困難な環境にある子どもへの支援強化
➢ ヤングケアラーへの支援の強化 ➢➢➢

● 児童虐待防止対策の推進等
➢ 児童相談所の機能強化 ➢➢➢

誰ひとり取り残さない社会を目指した提言
４０項目 [ 新規２・拡充７ ]

・ 再度の性犯罪防止対策強化のための、犯罪経歴確認
制度の導入

・ 認可外保育施設の無償化の２年後見直しにおける
質向上のための支援充実

・ 地方自治体が行う取組への財政面も含めた支援の実施
・ ヤングケアラーの気持ちに寄り添った広報・啓発による
社会的認知度や社会全体で支援する機運の向上

・ 児童福祉司及びＳＶ職員等の専門的人材の確保や育成等
・ 児童福祉人材養成の充実、国主導による人材育成システムの構築

● チルドレン・ファーストを実現する の創設

➢ 子どものため、子どもの権利を守るという観点を第一とすべき
➢ 権限と予算と人員の大幅な拡充を行い、真に政策遂行力ある組織に
➢ 公教育が担っている様々な機能の一貫性・継続性等には十分に留意

● 子ども関連の政府支出の拡大と地方財政措置の拡充
➢ ＧＤＰに対する教育関連の政府支出をＯＥＣＤ加盟国の平均並みに引き上げるなど、政府支出
の拡大、大胆な資源投入

➢ 地方財政措置の拡充、柔軟に活用できる の創設

● 子どもが健やかに生まれ、育つための の拡充

➢ 子どもたちの健全な育ちや学びが損なわれることのないよう、経済的支援を強力に推進
➢ 生まれる前、子どもの誕生や成育にかかる経済的負担の軽減
➢ 子どもの教育にかかる費用の軽減、乳幼児期からの子育て・教育支援の充実

● 国と地方との定期的な の設置

➢ 地方の先進的な取組や検証のもと、政策構築や政策評価を行うための定期的に国と地方が意見
交換・協議する場の設置

➢ こども庁創設とそれに伴う政策の拡充、見直し等にあたっては、検討段階から創設後も定期的な
協議を継続
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